
 

 

 

 

 

新緑が輝く中、校庭では様々な植物が順番を競うように芽吹いています。どんな花が咲くのかワ

クワクする中で、子供たちは元気に過ごしています。最初は学校生活に慣れることに一生懸命であ

った１年生でしたが、高学年のサポートもあり、小学校での生活をしっかり楽しんでいます。登校

してくる姿も、班長に続いて整列しながら歩いてきます。そして集合場所ではきちんと挨拶もでき

るようになりました。給食もモリモリと食べ、休み時間は元気に遊んでいます。 

さて、毎朝、登校する子供たちに「おはようございます。」と声を掛けています。「挨拶」という

言葉は、禅宗の問答「一挨一拶」が語源で、師匠と弟子が互いに悟りの深さを確認するために問答

を交わすということから来ているそうです。世界中には様々な挨拶があります。アイヌの人々の挨

拶「イランカラプテ」は、アイヌ語で、イ（あなた）ラム（心）カラプ（触れる）テ（させる）と

いう言葉をつなげたもので、つまり、「あなたの心に触れさせていただく」という意味だそうです。

素敵な言葉です。挨拶は、相手の心にそっと触れること、挨拶されるのは相手が自分の心に触れよ

うとしてくれること、と考えられているのです。御槙小学校では、挨拶を通して心と心が触れ合う

瞬間を皆で共有し、学びの中で心と心が触れ合う体験を数多くしてほしいと思っています。 

 

 

日 曜日 行 事 等 日 曜日 行 事 等 

２ 月 
ジブンノミカタプログラム（5・6年）
交通安全教室 放課後水泳練習開始 12 木 

仙台フィルハーモニー管弦楽団公演 
ＡＬＴコリン先生来校 

３ 火 体重測定 16 月 みまきっこホームワーク（～22日） 

４ 水 委員会活動 18 水 
参観日 心肺蘇生法講習会 
ＰＴＡ役員会 

５ 木 大洲青少年交流の家利用活動（5年） 20 金 安全点検 

６ 金 
大洲青少年交流の家利用活動（5年）
ＪＴＥ藤原先生来校 22 日 奉仕活動 

９ 月 租税教室（５・６年） 24 火 ＪＴＥ藤原先生来校 

10 火 ＪＴＥ藤原先生来校 25 水 クラブ活動 

11 水 
南予教育事務所・宇和島市教育委
員会学校訪問 26 木 ＡＬＴコリン先生来校 

 

 

地震を想定した避難訓練を実施しました。子供たちは冷静にそして真剣に素早く避難行動できま
した。地震だけでなく、大雨や雷などさまざまな災害が起こることが考えられる昨今、防災教育の
推進が求められています。身の回りの危険を予測・回避しできる子供、自ら判断し行動できる子供
の育成を目指して繰り返し避難訓練を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

御槙小学校だより
校 訓  みがく  まなぶ  きたえる 
教育目標 確かな学力と豊かな心をもち、地域を愛するたくましい児童の育成 

５月号 
令和７年５月 20日 

４/25 



 

 
５月 11日（日）に岩松小学校で第 47回津島町小学生相撲大会が行われました。御槙小学校から

も多くの児童が参加し、熱戦を繰り広げました。個人戦では、１年生の部３位、２年生の部３位、
３・４年生女子の部３位になりました。団体戦では、低学年の部で準優勝しました。おめでとうご
ざいます。よく頑張りました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気に歩いて山本牧場に行きました。まず、上級生が心を込めて準備した「１年生を迎える会」
でした。大自然の中を全力で駆け抜けた手つなぎ鬼！力を合わせて頑張ったリバース！気持ちの良
い汗をかきました。手作りのプレゼントに御槙っ子のあたたかさを感じました。１年生の笑顔とそ
れを見守る２～６年生の笑顔、笑顔の花が咲きました。美味しい弁当給食、おやつにソフトクリー
ム、自然散策、春の一日を満喫しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

日野のつぶやき！ 

５/11 

５/12 

 ５月 18日（日）、保護者・
地域の皆様に御協力いただ
き、全校でプール掃除を行い
ました。おかげさまで、短時
間で終わらせることができ
ました。６月には放課後水泳
練習や水泳の授業が始まり
ます。きれいになったプール
で、子供たちは存分に力を発
揮してくれることと思いま
す。ありがとうございまし
た。 

以下の文章は「アメリカインディアンの教え」と訳されることが多いですが、
アメリカのドロシー・ロー・ノルトという作家の文章です。…今更ながら自分
自身の子育てを反省しています。 
子は親の鏡 
批判ばかり受けて育った子は非難ばかりします  
敵意にみちた中で育った子はだれとでも戦います 
ひやかしを受けて育った子ははにかみ屋になります  
ねたみを受けて育った子はいつも悪いことをしているような気持ちになります 
心が寛大な人の中で育った子はがまん強くなります 
励ましを受けて育った子は自信を持ちます  
褒められる中で育った子はいつも感謝することを知ります 
公明正大な中で育った子は正義心を持ちます 
思いやりのある中で育った子は信仰心を持ちます 
人に認めてもらえる中で育った子は自分を大事にします 
仲間の愛の中で育った子は世界に愛をみつけます 
 
学校でも、家庭でも、そして地域の中でも、励ましやお褒めの言葉をたくさ

んいただくことで御槙っ子は、心を耕されながら、すくすく成長していくと思
います。プラスの言葉で、御槙っ子を見守っていきたいと思います。 


